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チンへの好酸球接着反応を eosinophil peroxidase (EPO)発色法を用いて測定した。また好酸球活性
酸素産生を、チトクローム還元法を用いて測定した。好酸球特異顆粒蛋白放出能の評価として
eosinophil-derived neurotoxin (EDN)を ELISA 法を用いて測定した。さらに、TGF-βを含めたサイト
カインや脂質メディエーターである cysteinyl leukotrienes (cysLTs)あるいは prostaglandin (PG)E2 の




抗 αM インテグリン抗体や抗 β2 インテグリン抗体は、ペリオスチンにより誘導された好酸球接着
や活性酸素産生、EDN 放出を抑制した。さらに、ペリオスチンは好酸球からの TGF-βや CysLTs 、
PGE2 の産生を誘導した。 
【結論】今回我々の結果において、ペリオスチンが αMβ2 インテグリンを通して活性酸素産生、
EDN 放出のような好酸球エフェクター機能を増強させ、さらに IL-5 がペリオスチンによって誘導
された好酸球機能を増強させることを明らかにした。また、ペリオスチンが好酸球からの TGF-β, 
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